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ソ連東部の稀少鳥類数種の生息状況と保護’

Ｖ・MKhrabry2

訳：藤巻裕蔵３
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ソ連北東部と極東のベーリング海からインジギルカ川・オルダン川・ゼヤ川分水嶺東部

の沿海地方南端部までに生息する稀少種と絶滅の危機にある鳥類の生息状況について簡単

に述べる．

わが国東部の広大な地域には約300種の鳥類が生息している．その大部分は生息数が多

いか普通の種である．約100種が東部では局地的に分布しており，普通これらの種は東部

ではそれぞれの種の主要な分布域の北または東の周辺部に生息している．６５種が絶滅の危

機にあり，ソ連とロシア共和国のレッド・データ・ブックにあげられている．これらの鳥

類約30種については，生息数の減少の原因に関心がもたれており，その生態に関する新し

い報告も出されている．わが国東部の多くの稀少種について，種とそれらの生息環境の保

護をめざした具体的対策がとられている．

しかし，非常に多くの種，とくに人間生活に直接関係のない種は注目されておらず，絶

滅のおそれが残ったままである．これらの種の生態はごく一般的なことが明らかにされて

いるだけで，したがってそれらの保護のための科学的根拠のある対策をたてる基礎がない．

このように，あまり研究されていない種で，明らかに絶滅のおそれがあり，関心をもつ必

要のある鳥類がいる．

ここでは私は，ソ連で繁殖し日本で越冬する稀少種について，最近得られたいくつかの

興味あることについて話す．

コウノトリ

繁殖域はアムール川下流・中流域，ウスリー川流域，ハンカ湖沿岸低地，プリモーリエ

である．これまでの生息数に関する資料によると，700つがい以上に達する．本種の保護

はよく行なわれており，繁殖域内には９か所の自然保護区がある．

コクガン

コクガン（太平洋の亜種）は，ハタンガ湾とレナ川デルタからチュコトのアナジール湾

までの大陸部沿岸ツンドラに生息している．最近10数年間に生息数が減少した結果，比較

的連続した分布域が局部的になり，所によって毎年は繁殖しなくなった．ソ連における全

数は明らかではない．繁殖地域ではどこでも稀である．コクガンが数年間にわたり数100
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羽で繁殖している唯一の場所は，現在ウランゲル島である．コクガンはﾛ禰類，とくにホッ

キョクギツネの捕食圧に対して非常に敏感に反応する．このことと関連して，繁殖に適し

た場所に対して選択性が強く，猛禽類，とくにシロフクロウの巣の近くに営巣する．例え

ば，ウランゲル島ではレミングの少ない年にシロフクロウは繁殖せず，コクガンも繁殖し

ない．ソ連ではこの亜種の狩猟は禁止されている．

サカツラガン

最近までオホーツク海沿岸南部やサハリン沿岸から西はアルタイ，北はミヌシンスク盆

地，ザバイカル，アムール川流域，北東はウジ川やアヤン川まで繁殖していた．現在確実

に繁殖しているのは，アムール川流域下流のウディル湖地域とザバイカルのトレイスク湖

だけである．ほかの地域の繁殖地は消失した．ウディル湖地域では約150つがいが繁殖し，

トレイスク湖では1976年に６巣がみつかった．サカツラガンの数の減少は，繁殖地の産業

利用，法律に反した狩猟，乾燥した地域での湿潤地の減少で説明できる．ソ連での狩猟は
禁止されているが，特別な保護対策はとられていない．

コハクチョウ

コハクチョウははっきりと独立した西と東の個体群に分かれており，多くの分類学者は

これらを亜種にしている．西の個体群はカーン半島からレナ川デルタまでの地域に生息し

ている．これらは主に西ヨーロッパで越冬する．東のグレープはレナ川の東からチャウン

湾までのツンドラに生息している．分布域の東部に生息しているコハクチョウは日本と中

国で越冬する．コハクチョウは湖沼の多い湿潤なツンドラ，また河跡湖や支流のある川の

下流部に生息する．営巣に選ぶのは，完全に開けたツンドラや水域の岸で乾燥した小高い

狭い場所である．生息数の多い地域ではそれぞれのつがいは互いに500～700ｍ，しばしば

数kｍの間隔で営巣している．ある場合には数年間にわたって古巣を利用し，またある場

合には古巣から50～500ｍに新しく営巣する．東のグループは減少の傾向にある．もっと

も普通に生息しているのは，フロマ川・インジギルカ川の間の北東部，沿岸のツンドラで

ある．チュコトで生息数が多いのはチャウン川デルタだけで，１０kｍ2に１～２羽である．

チュコト西部のツンドラに生息するコハクチョウは日本で越冬する．ソ連におけるコハク

チョウの生息数は，主に人間の産業活動のために減少している．この種の狩猟は禁止され

ている．この種の分布域内にはいくつかの自然保護区と禁猟区がある．

アカハジロ

非常に生息数が減少している稀少種で，極東大陸部の南部と隣接する中国東北地方や朝

鮮半島の固有種である．ソ連でこの種の分布域はアムール川流域の西はシルカ川中流とア

ルグン川沿いから東はウスリー川沿いとハンカ湖までである．アムール川下流沿いではウ

ディル湖に分布する．沿海地方ではハサン地域の湖沼で繁殖する．ユリー・シブネフの報

告によると，年によってここでは普通種である．繁殖期にシホテ・アリン山脈東側の河川

や湖沼ではみられない．アムール川流域におけるアカハジロの分布北限は明らかではない．

繁殖場所は水草や水辺植物の豊富な小さな湖沼である．生息数の減少は地域の産業開発，

とくに水田のための低地の乾燥化による生息環境の減少と関連している．

ハシジロァビ

ハシジロアビは稀で，局地的分布をする種である．コラ半島からチュコトまでのツンド

ラで繁殖する．たぶんオホーツク海沿岸北部にいくつかの生息地が残っている．もっとも
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特徴的な営巣環境は，比較的大きなツンドラの湖沼である．ハシジロアビは営巣にしばし

ば低い突き出た洲や中洲を選び，ここでは毎年生息している．全体の生息数は明らかでは

ない．少数の繁殖地では，その生息密度は普通100～200kｍ2に１つがいで，ごくまれに100

kｍ2に12～１６つがいである．ハシジロアビの繁殖期が長く，ほかのアピ類より早く繁殖を

開始せざるをえないので，水位の突然の上昇，氷の移動，その他の要因によって巣がよく

壊される．ロシア共和国のレッド・データ・ブックにあげられている以外に，特別の保謹

対策はとられていない．

ツル類

ご存じのように，ソ連と日本はマナヅルとナベヅルの渡りで深い関連がある．この２種

は絶滅のおそれがあり，国際自然保護連盟とソ連のレッド・データ・ブックにあげられて

いる．マナヅルはソ連で繁殖してはいても，主な繁殖分布域の最北部にいるだけであるが，

ナベヅルはソ連固有の種である．今日，これらのツルに関連する状況は様々である．ナベ

ヅルは低山のタイガ地帯にある奥深いコケ湿原（マーリ）に生息しているために，生息地

に人が訪れることは稀で，産業活動とあまり関係なく，人間側からの強い圧力を受けてお

らず，このことについてはビキンにおける昨年の私たちの共同調査のときにも確認してい

る．このほか越冬地ではよく保謹されており，そのため最近では生息数の増加が認められ

る．またこの種の保護のために，ソ連ではナベヅルのための自然保護区の設立が可能な場

所の検討が行なわれている．候補地としては，ビキン川中流左岸のマーリがある．マナヅ

ルが生息しているのは，ナベヅルと違って主に川沿いや湖沼周辺のトウヒ・ヤマナラシ・

カンパ類の小さな林が散在する草の多い湿原や，ノガリヤス・スゲ類のヤチ坊主のある湿

潤な草原である．このような生態をもつことが，ソ連において生息数が少ない理由である．

現在，繁殖地では，土地改良や農業活動の影響により生息環境が著しく変化している．乾

燥した土地は穀類の耕作に使われ，湿潤地では水田が多くなり，多くの地域では家畜の放

牧や採草が行なわれている．とくに繁殖地で問題なのは，農業における春と秋の火入れ，

山火事である．また旅行者による撹乱の増大もよくないとされている．保護のために，ヒ

ンガン自然保護区とそのアルハラ支所ができ，多くの州立禁猟区ができている．

猛禽類

猛禽類のうち数種はソ連を繁殖地や越冬地にしている．たぶんもっとも興味あるのはオ

オワシであろう．オオワシは，わが国東部の固有種である．その繁殖地はカムチャツカの

コリャーク高地南部から，オホーツク海沿岸，サハリン北部である．繁殖生態はソ連の多

くの研究者によって詳しく研究されており，不定期刊行物に発表されている．今年オオワ

シの繁殖生態に関する共同調査が計画されているので，日ソ共同調査が予定されているア

ムール川下流域における生態についてやや詳しく話す．アムール川下流域におけるオオワ

シの生態に関する論文は，モスクワ大学の科学業績論文集に発表されたばかりである．ア

ムール川下流域のウディル湖，キジ湖，オレリ湖，オルリク湖，チョルトポ湖地域には約

80～90つがいのオオワシが繁殖している．もっとも多いのは，オレリ湖周辺の約20～25つ

がいである．この湖周辺の巣は岸沿いや川沿いに均一に分布しており，川沿いでは20～３０

kｍ上流までいる．オオワシが春にアムール川下流に現われるのは，４月初めである．こ

れらはすぐに巣にやってくる．１つがいの繁殖なわばりには互いに50～500ｍ離れて２～

３巣がある．となりのつがいの巣との間隔でもっとも近いのは0.7kｍである．巣のまわ
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りを守るのは半径約0.5kｍで，ここからはほかのオオワシを追いはらう．４月末から５月

初めに１～２卵を産み，５月末から６月初めにふ化する．アムール川下流域の湖沼周辺で

オオワシの繁殖っがい数が非常に多いのは，この地域があまり開発されていないからであ

る．しかし，非常に入りにくい水域に人々がモーター付きの舟で入りこむことによる撹乱

が，大陸部のオオワシの個体群に悪影響をおよぼす．大きな村落の近くにある湖沼では，

オオワシが少ない．アムール川下流域でオオワシ個体群の安定に二次的に影響する人為的

要因としては，その上流域における有用鉱物資源の採掘による産卵河川の汚染をあげるべ

きである．

最後に，ソ連の東アジアの鳥類の実際上の利用と保護について若干述べる．最近20年間

に水鳥，とくにガンと淡水カモ類が非常に減少した．この現象は少数の地域にとどまらず，

北東アジア全域でみられる．このことは，管理されていない狩猟，とくに各種の調査や仕

事で入る人々 による狩猟，春と夏に，とくにツンドラ地帯でシカの群れが通るときの巣の

破壊に原因があり，またハバロフスク地方や沿海地方における産業活動にもよる．しかし，

この現象の主要な原因は広範囲にわたっており，ソ連国内でも国外でも，渡り中や越冬地

における大量の狩猟，越冬地や渡り途中の休憩地の減少と関連がある．このような状況の

改善は，もちろん各地の保護対策も含め，非常に広範な対策があってはじめて可能となる．

すべての猛禽類は以前に比べて非常に減少したが，このことも北東シベリア全域にわたっ

てみられる．その原因はまったく不明である．ソ連の北東部と極東に生息する猛禽類のう

ち，５種がソ連のレッド・データ・ブックにあげられている．

これらの問題で非常に重要で実際的な対策は次のとおりである．

１）現行の狩猟に関する法律を厳守すること．

２）渡り途中や越冬地における現実的な，また望ましい狩猟対象範囲を考慮した渡り鳥の

捕獲基準の作成．

３）多くのガンやカモ類が繁殖している場所をシカの群れが通過しないように，春・夏

（５月末～６月）のシカの群れの通り道をつくること．

４）鳥類の繁殖コロニーとその近くにいかなる舟も上陸することを禁止し，これらのコロ

ニーの１ｋｍ以内での飛行を禁止すること．

５）自然保謹区と鳥類の禁猟区の設立．

StatusandprotectionofrarebirdsiｎｔｈｅｅａｓｔｅｒｎｐａｒｔｏｆｔｈｅＵＳＳＲ

Ｖ､Ｍ・Khrabry1

(TranslatedbyYuzoFujimaki2）

Ofabout300speciesofbirdsoccurrｉｎｇｉｎｔｈｅｅａｓｔｅｒｎｐａｒｔｏｆｔｈｅＵＳＳＲ,６５speciesare

rareorendangeredanｄａｒｅｉｎｃｌｕｄｅｄｉｎｔｈｅＲｅｄＤａｔａＢｏｏｋｏｆＵＳＳＲ、

SevenhundredpairsoftheWhiteStorkbreedalongthelowerandmiddlereachesofthe

AmurRiver，andtheUssuriRiver，ｉｎｔｈｅｌｏｗｌａｎｄｏｆＬａｋｅＫｈａｎｋａａｎｄＰｒｉ、orye，The

BrantoccursalongthecoastaltundrasofKhatangaBay，ａｎｄｆｒｏｍｔｈｅｄｅｌｔａｏｆｔｈｅＬｅｎａ

ＲｉｖｅｒｔｏＡｎａｄｙｒＢａｙ・Vrangellslandisoneofimportantbreedinggrounds，Atpresent
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ａｂｏｕｔｌ５０ｐａｉｒｏｆＳｗａｎＧｅｅｓｅｂｒｅｅｄｏｎｌｙｉｎｔｈｅＬａｋｅＵｄｙｒａｒｅａ，lowerreachesofAmur

River・Besides，６nestswereobservedinLakeToreisk，Transbaikal，ｉｎ1976.Ａneastern

populationofWhistlingSｗａｎｓｂｒｅｅｄｓｆｒｏｍｔｈｅＬｅｎａＲｉｖｅｒｔｏＣｈaunBayandwintersin

ChinaandJapaｎ．Theyaredecreasinginnumbers・ＴheBaer，sPochardisararebirdand

breedｓｉｎＬａｋｅＵｄｙｒａｎｄｌａｋｅｓｏｆｔｈｅＫｈａｓａｎａｒｅａ・TheYellow-billedLoonbreedsrarely

intundrasfromKolaPeninsulatoCukotsk・PopulationｄｅｎｓｉｔｉｅｓａｒｅｌｐａｉｒｐｅｒｌＯＯｔｏ２００

ｋｍ2,ｒａｒｅｌｙｌ２ｔｏｌ６ｐａｉｒｓｐｅｒｌＯＯｋｍ２､HoodedCranesoccurin“mar”（bogsurrounded

byforest）alongriversandtheirbreedinghabitatsarewellconserved・Habitatsofthe

White-napedCranearebogswithsparsetreesandwetgrasslands・Ｔｈｅｃｒａｎｅｓａｒｅｄｅ‐

creasinginnumberbecauseofdevelopmentintheirbabitats．Ｓteller'sSea-eaglesbreed

fromKamchatkatocoastａｌａｒｅａｏｆＯｋｈｏｔｓｋＳｅａ，andinSakhalin・Ａｔｌａｋｅｓａｌｏｎｇｌｏｗｅｒ

ｒｅａｃｈｅｓｏｆＡｍｕｒＲｉｖｅｒ８０ｔｏ９０ｐａｉｒｓｂｒｅｅｄ、

Importantmeasuresforprotectionofrarebirdsarel）enforcingstricthuntinglaws,2）

creatingahuntingnormformigratingbirds,3）creatingpathsfordeertopreventtheir

passegethroughnestingsitesofwaterfowl,4）prohibitingboatsfromapproachingbreed‐

ingcolonies，andplaneflightwithinl-kmradius，ａｎｄ５）establishmentofnaturalre‐

servesandprotectionareasforrarebirds、
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